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ＪＲ東労組 
大船支部 

２０２６年１月２４日、神奈川県労働文化センターにおいて大船支部２０２６新春旗開きを開催しま

した。不当労働行為や会社によるハラスメントが後を絶たないなか、大宮地本さいたま地域支部の仲間

のみなさんをお招きし、損害賠償請求を行うまでの経緯や、現在に至るまでのたたかいについて報告を

頂きました。その中では大宮支社の団体交渉における不誠実さ、不当労働行為を受けた１０名の仲間が

勇気をもって会社の聴き取りに向かったこと、さいたま地域支部として集会を開催し、支部役員自らが

職場に入り多くの仲間の参加を勝ち取ってきた等、多くの苦闘に満ちた実践や仲間との議論について語

って頂きました。 

その後意見交換を行い、参加者からは「東労組の役員に誘った副長が不当労働行為をしている、自分

も同期だが情けない」「誰もが不当労働行為を受ける可能性がある」「自分のこととして捉えることが

大切だと感じた」「職場からたたかいをつくり出すことが重要」「こうしたたたかいをつくり出せるの

は東労組だけだ」「自分の時間を費やして、結果を伴うのも 

時間がかかるし、結果が伴わないこともある。それでもここ 

にいるみんなと議論しながらたたかっていく」等多くの感想 

や意見が出されました。 

最後に橋本書記長の基調報告では「今日ここにいる仲間の 

みなさんは真実を知った。では次にどうするか。自分は何を 

実践できるか。『もし自分だったら』と捉えて、報告集会や 

ビラ配布行動等に参加し、真実を広範に広め更なる組織強化 

拡大を実現していく」ことを提起し、参加者全員で確認しま 

した。 


